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10月 26日（金）

ひとしずく

先
週
末
の
夕
陽
は
と

て
も
美
し
か
っ
た
。
そ

の
頃
の
日
没
の
時
刻

は
、
本
紙
の
潮
ど
き

を
見
る
と
午
後
５
時

41
、
42
分
と
な
っ
て

お
り
、
毎
日
１
分
ず
つ

早
待
っ
て
い
る
。
ち
な

み
に
日
の
出
は
と
い
う
と
午
前

６
時
半
、
31
分
と
逆
に
１
分
刻

み
で
遅
く
な
っ
て
い
て
、
そ
の

１
分
間
が
妙
に
面
白
い
▼
日
が

短
く
な
っ
た
と
実
感
す
る
こ
の

季
節
、
も
う
随
分
昔
の
こ
と
に

な
る
が
、
朝
早
く
温
泉
に
行
っ

て
い
た
頃
が
あ
っ
た
。
朝
の
香

り
と
大
気
を
、
深
く
深
く
深
呼

吸
し
て
胸
を
い
っ
ぱ
い
に
し
て
、

気
に
入
っ
て
い
る
リ
ラ
ッ
ク
ス

で
き
る
音
楽
か
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
Ｆ

Ｍ
を
聴
き
な
が
ら
行
く
▼
朝
陽

で
美
し
く
輝
く
雲
、
ま
だ
薄
紫

の
空
に
行
く
筋
も
伸
び
る
光
の

帯
、
丘
陵
か
ら
日
が
昇
り
穏
や

か
な
海
に
映
え
る
朝
陽
。
幾
何

学
模
様
の
よ
う
な
蜘
蛛
の
巣
に

と
ら
わ
れ
た
夜
露
に
も
た
ま
る

朝
陽
、
そ
の
輝
く
一
滴
が
雫
と

な
っ
て
キ
ラ
リ
キ
ラ
リ
と
落
ち

る
…
な
ど
と
、
詩
人
に
で
も
な
っ

た
つ
も
り
で
感
傷
に
浸
り
な
が

ら
温
泉
へ
の
道
を
行
く
▼
温
泉

で
は
、
好
き
な
俳
人
、
種
田
山

頭
火
の
句
「
ど
う
し
よ
う
も
な

い
私
が
歩
い
て
い
る
」「
す
べ
っ

て
こ
ろ
ん
で
山
が
ひ
っ
そ
り
」

「
寝
た
い
だ
け
寝
た
か
ら
だ
湯
に

伸
ば
す
」「
ひ
と
り
き
り
の
湯
で

思
ふ
こ
と
も
な
い
」「
あ
ふ
る
る

朝
湯
の
し
づ
け
さ
に
浸
る
」
な

ど
と
、
様
々
な
島
の
息
吹
を
感

じ
な
が
ら
、
心
か
ら
リ
ラ
ッ
ク

ス
し
た
時
を
過
ご
し
、
自
分
と

対
話
す
る
よ
う
に
湯
に
つ
か
っ

た
▼
ま
る
で
小
さ
な
旅
に
出
て

い
る
よ
う
な
気
が
し
て
、
と
て

も
気
に
入
っ
て
い
た
こ
と
が
、

今
も
は
っ
き
り
と
思
い
出
さ
れ

る
。
ま
た
出
か
け
た
い
も
の
。

市
視
覚
障
害
者
懇
談
会

11
月
11
日
、
県
視
覚
障
害
者
協
会

森
林
の
集
い
開
催

11
月
３
日
、
筒
城
ふ
れ
あ
い
広
場

迫
力
あ
る
熱
戦
が
展
開
さ
れ
た
柔
道

秋晴れの下、5競技で熱戦
約550人の市民が出場

第60回市民体育大会・秋季大会

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
！

11
月
1
日
、
国
民
宿
舎
・
壱
岐
島
荘

夕暮れになれば夕陽が美しい浴場

選手宣誓する陸上、坂口君

　
（
社
）
県
視
覚
障
害
者
協
会
主

催
の
「
壱
岐
市
視
覚
障
害
者
懇

談
会
」
が
11
月
11
日
午
前
10
時

か
ら
午
後
５
時
ま
で
、
郷
ノ
浦

町
、
文
化
ホ
ー
ル
２
０
１
会
議

室
で
開
か
れ
る
。

　
今
回
の
懇
談
会
は
、
見
え
な

い
・
見
え
に
く
い
た
め
に
情
報

の
入
手
や
読
み
書
き
が
困
難
な

人
た
ち
が
、
日
常
生
活
の
中
で

抱
え
て
い
る
諸
問
題
に
つ
い
て

共
に
考
え
、
よ
り
広
範
な
社
会

参
加
が
可
能
と
な
る
こ
と
を
目

指
し
て
お
り
、
参
加
者
の
自
己

紹
介
、
個
別
相
談
、
各
種
視
覚

障
害
者
用
機
器
の
展
示
や
操
作

説
明
も
行
わ
れ
る
。

　
ま
た
当
日
は
午
後
１
時
か
ら

午
後
５
時
ま
で
、
併
せ
て
視
覚

障
害
者
Ｉ
Ｔ
講
習
（
初
心
者
、

経
験
者
２
コ
ー
ス
）
も
あ
る
。

　
申
し
込
み
（
2
日
締
切
り
）

や
問
い
合
わ
せ
な
ど
は
同
協
会

（
〒
８
５
２
―
８
１
１
４
長
崎
市

橋
口
町
10
―
22
、
電
話
０
９
５
―

８
４
６
―
９
０
２
１
）
へ
。

　
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
―
市
体
育
協

会
（
松
永
裕
一
会
長
）
が
主
催

す
る
本
市
最
大
の
ス
ポ
ー
ツ
イ

ベ
ン
ト
、
市
民
体
育
大
会
・
秋

季
大
会
が

21

日
、
郷
ノ
浦
町

大
谷
グ
ラ
ウ
ン

ド
を
メ
イ
ン
会

場
に
開
か
れ
、

秋
晴
れ
の
下
、

選
手
全
員
が
ベ

ス
ト
を
尽
く
し

た
プ
レ
ー
を
見

せ
た
。

　
健
康
で
活
力

に
満
ち
た
市
民

の
育
成
を
目
指

し
、

地

域

ス

ポ
ー
ツ
の
振
興

と
競
技
力
の
向

上
を
図
り
、
相

互
の
親
睦
に
よ

り
健
全
な
社

会
、
郷
土
の
建
設
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
に
開
か
れ
、
今
大

会
は
郡
民
体
育
大

会
か
ら
数
え
て
夏

季
大
会
と
同
様
に

60
回
目
の
節
目
の

大
会
と
な
っ
た
。

　
こ
の
秋
季
大
会

は
▽
陸
上
、
大
谷

グ
ラ
ウ
ン
ド
▽
剣

道
、
大
谷
体
育
館

▽
空
手
道
、
同
▽

柔
道
、
壱
岐
高
校

柔
道
場
▽
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
、
大
谷

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

の
５
競
技
に
、
旧

４
町
の
代
表
選
手

ら
約
５
５
０
人
が

出
場
し
て
行
わ

れ
、
開
会
式
で
は

松
永
会
長
が
「
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
も
大

き
な
感
動
を
多
く

の
人
々
に
与
え
て

終
わ
っ
た
が
、
メ

ダ
リ
ス
ト
た
ち
が

メ
ダ
ル
を
取
る
ま

で
の
プ
ロ
セ
ス

は
、
ス
ポ
ー
ツ
を

愛
す
る
選
手
に
は

よ
く
わ
か
る
は

ず
。
け
が
な
ど
せ
ぬ
よ
う
十
分

に
注
意
し
て
、
今
日
こ
の
時
の

健
闘
を
祈
る
」
な
ど
と
挨
拶
。

　
続
い
て
来
賓
の
代
表
と
し

て
、
白
川
博
一
市
長
が
「
60

回
目
の
市
民
体
育
大
会
が
、

多
数
の
参
加
者
に
よ
り
盛
会

さ
れ
た
の
は
、
市
体
育
協
会

が
長
き
に
わ
た
り
壱
岐
の
ス

ポ
ー
ツ
の
け
ん
引
役
を
果
た

し
て
き
た
た
め
。
本
市
で
も

自
転
車
競
技
大
会
、
成
年
女

子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
２
競
技

が
行
わ
れ
る
、
２
０
１
４
年

の
長
崎
が
ん
ば
ら
ん
場
国
体

成
功
に
向
け
て
の
サ
ポ
ー
ト

を
お
願
い
し
た
い
」。
山
本

啓
介
県
議
が
「
皆
さ
ん
一
人

一
人
の
プ
レ
ー
、
感
動
が
、

壱
岐
で
の
国
体
の
機
運
を
高

め
る
と
思
う
。
健
闘
を
祈
る
」

な
ど
と
祝
辞
を
述
べ
た
。

　
こ
の
後
、
陸
上
競
技
に
出

場
す
る
壱
岐
高
校
１
年
、
坂

口
純
君
の
力
強
い
宣
誓
＝
写

真
＝
、
本
市
の
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
協
会
・
西
村
宏
章
会

長
、
空
手
道
連
盟
・
瀬
口
卓

也
理
事
長
の
２
人
に
体
育
功

労
賞
が
贈
ら
れ
た
後
、
５
競

技
の
各
会
場
で
熱
戦
が
展
開

さ
れ
た
。

＊
大
会
の
主
な
成
績
は
２
面

に
掲
載
。

　
市
主
催
の
本
年
度
「
森
林
の

集
い
」
が
11
月
3
日
午
後
１
時

か
ら
４
時
ま
で
、
石
田
町
、
筒

城
ふ
れ
あ
い
広
場
で
開
か
れ
る
。

　
森
林
の
集
い
は
、
森
林
の
重

要
性
に
つ
い
て
の
認
識
を
深
め
、

緑
化
思
想
の
普
及
と
意
識
高
揚

を
図
り
、
緑
豊
か
な
活
力
あ
る

美
し
い
郷
土
づ
く
り
を
と
、
緑

化
推
進
運
動
の
一
環
と
し
て
、

郷
ノ
浦
・
勝
本
・
芦
辺
・
筒
城

の
４
緑
の
少
年
団
、
市
内
各
小

学
校
が
参
加
し
て
開
か
れ
る
。

　
改
装
工
事
の
た
め
昨
年
８
月

か
ら
休
業
中
の
勝
本
町
立
石
西

触
、
国
民
宿
舎
「
壱
岐
島
荘
」

は
本
年
11
月
１
日
午
後
１
時
、

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。

　
利
用
料
金
は
、
基
本
宿
泊
料

金
は
１
泊
２
食
付
で
大
人
１
人

７
７
１
０
円
（
平
日
）
か
ら
で
、

こ
の
他
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
宿
泊

プ
ラ
ン
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
休
憩
料
金
（
１
人
、
税

別
）
は
▼
一
般
休
憩
（
立
ち
寄

り
湯
）
▽
大
人
（
中
学
生
以
上
）

４
０
０
円
▽
児
童
３
０
０
円
▼

大
広
間
▽
大
人
５
５
０
円
▽
小

学
生
４
０
０
円
▼
個
室
▽
大
人

１
０
０
０
円
▽
小
学
生
６
０
０

円
▽
幼
児
は
い
ず
れ
の
場
合
も

無
料
と
な
っ
て
い
る
。

　
利
用
時
間
は
▽
広
間
、
個
室
の

休
憩
・
原
則
と
し
て
午
前
10
時
か

ら
午
後
４
時
ま
で
▽
ロ
ビ
ー
休

憩
・
同
午
前
９
時
か
ら
午
後
８
時

（
受
付
は
７
時

半
）
ま
で
と
な
っ

て
い
る
。

　
宿
泊
予
約
、

問
い
合
わ
せ
な

ど
詳
し
く
は

壱
岐
島
荘
（
電

話
０
９
２
０
―

47
―
０
１
２
４
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
２
０

―
43
―
０
１
２
５
）

へ
。


